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コンベンション情報システムのための期待分析と実証実験に関する研究 
Experiment Design to Analyze Attendees' Satisfaction for Convention Information System 
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This paper describes services in conventions and perception of convention attendees about networking. Experiment 
conditions are also shown about convention attendees behavior at convention facility using wireless tag to detect convention 
attendee’s location in the facility.  

 

1. はじめに 
コンベンションビジネスは目的観光産業の一領域であり，高

い経済波及効果を提供する．コンベンション開催により，多くの

訪日外国人を獲得することができる．今後，さらなるコンベンショ

ン開催件数増加を実現するには，コンベンション参加者の満足

度向上と顧客リテンションの観点からの分析が必要であると考え

られる．これまでに，コンベンション研究において，参加者の満

足度や主催者の開催地選定動機に関する研究が行われてきて

お り ， 多 く は ア ン ケ ー ト や イ ン タ ビ ュ ー に 基 づ い て い る ．

Oppermann[1]は，米国におけるコンベンション主催者向けの調

査において，施設，コスト，イベントの印象，地域の印象などの４

つの特徴を示した．Zhang ら[2]は，Oppermann らが提案した特

徴に対して改良したモデル提案している．他に，同様の研究が

存在しているが学術コンベンションを対象とした研究は少ない．

そこで，著者らは，日本，中国，米国で開催された３つの国際学

術コンベンションにおいて，参加者がコンベンションにおいて何

を期待するかを明らかとするために調査を実施した．その結果，

参加者の多くはネットワーキングに関心があり，コンベンションに

参加する動機はより多くのネットワーキングが構築できることであ

ることが明らかとなった．しかし，従来のコンベンションにおける

サービス内容やサービス環境の工夫のみでは限界があると考

えられる．そこで，参加者のネットワーキングを促進するために

情報システムを用いた支援が考えられる．会場にロボットや情報

端末を設置し，情報を提供するだけではなく，ネットワーキング

を促進できるサービスが考えられるが，具体的に従来のコンベ

ンションにおいて参加者がどのような行動を取り，どのようなプロ

セスでネットワーキングが促進されているかを明らかにする必要

がある．そこで，本稿では，無線タグを用いた参加者行動分析

を可能とする実験環境について論じる． 

2. コンベンションビジネス 

2.1 先行研究 
これまでに，コンベンションの参加者や主催者の満足度やコ

ンベンション誘致に関する調査がまとめられ発表されている．

Severt ら[3]は，コンベンション参加に関する動機と満足度につ

いて，米国内のイベントを対象に調査を実施している．国際コン

ベンションの観点で参加者ミックス上での知見は得られていな

い．Wu ら[4]は，コンベンション参加者が持つ印象について，施

設やサービスに関わる重要度を対象として調査している．また，

Yoo ら[5]は，コンベンション参加における意思決定について，

(a)地域の印象，(b)社会的ネットワーキングの機会，(c)学習の機

会，(d)安全や健康上の状態，(e)旅行可能性の５つ観点で調査

を行ったが，これらの研究は国際学術コンベンションにおいて

必要な属性が含まれていない．Kim ら[6]は，コンベンションに

おいて提供される飲食物に関連し，ソーシャルファンクションの

顧客満足度調査に焦点を当てている．また，Rittichainuwat ら

[7]は，コンベンション参加者の参加動機，阻害要因，促進要因

について調査分析した．観光，自己成長，ビジネス，および主

催団体が提供する活動がこれらの要因と関係していることを明

らかにした．Bauer ら[8]は，イベント参加者の動機と満足度につ

いて調査を実施した．産業分野における大規模コンベンション

を対象としており，国際学術国際コンベンションに関する知見は

提供していない．Choi [15]は，コンベンション参加者の満足度

に関して，複数の要因について分析した．しかし，コンベンショ

ンプランナーの満足度に焦点を当てており，参加者からの調査

回答は対象としていないため，コンベンション参加者が考える参

加に関わる満足度については言及していない． 

2.2 学術コンベンションにおける参加者期待分析 
著者らは，日本，中国，および米国において，学術国際コン

ベンションにおいて，コンベンション参加において期待すること

について調査を実施した[10]．その結果，期待することの中で

顕著なものとして参加者間のネットワーキングの促進であった．

さらに，ネットワーキングに期待するグループと期待しないグル

ープに分類し，そこでそれぞれのグループでのコンベンションに

対する期待に関する差異を分析した．その結果，ネットワーキン

グに期待するグループは，コンベンションのウェルカムレセプシ

ョンに期待するほか，コンベンションでの活動に積極的であるこ

とが推測できる結果を得た． 

2.3 コンベンションにおけるサービス 
コンベンションで提供されるサービスは，コンベンションが持

つバジェット，伝統などと関係があると考えられる．具体的にコン

ベンションを誘致しようとするコンベンションビューロー，コンベン
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ション施設などにより誘致に関する方法やプロセスが異なる．ま

た，地域が持つ特徴やステークホルダーの特徴により最終的に

提供されるサービスは異なる．図１は，コンベンション誘致から

開催までのステークホルダーの種類と関連する要素を示してい

る．サービスの内容が同じものであっても，サービスの提供方法

や提供時間が異なると考えられる．コンベンションに関する情報

システムにより誘致，開催準備，および開催において様々な支

援が可能であるシステムが考えられる．一例として，著者らはコ

ンベンション参加者管理システムを開発し，実用している．ネット

ワーキングを重視する参加者にとって，コンベンションにおける

欠席者が多いと，満足度が減少すると考えられる．図２は発表

者参加管理システムのインタフェース画面である．  
 

 
図１ コンベンション開催までのプロセスとステークホルダー 

 

  
図２ 発表者参加管理システム 

3. 参加者行動分析のための実験環境 
著者らは，コンベンションにおいてネットワーキングに積極的

な参加者が，コンベンションにおいて活動的であるかどうかを分

析するための実証実験，およびコンベンション環境を変化させ

た際にどのように参加者の行動が変化するかを分析するために，

無線タグを用いた実験環境を設計する．具体的に，表１は実験

で用いるデバイスとその特徴を示している．無線タグには，加速

度センサーや温度センサーなど各種のセンサーが搭載されて

いる．これらのセンサーで得たデータは，Bluetooth により親機

に送信され，親機は受信したデータをサーバに送信する．図３

は，実際に実験を実施するコンベンション施設の一部フロアと

親機の配置例を示している．親機は図中において，「*」で示さ

れ，図中の「W」は Wifi ルータとサーバの設置箇所である．参

加者の位置は近接した親機の任意の３点の内側において，

Bluetooth の通信強度により推測される．  

4. おわりに 
本稿では， コンベンション参加者がコンベンション参加におい

て期待することについて分析結果を説明し，さらに詳細に分析

するために実験で用いるデバイスについて無線タグおよび無線

タグから送信される信号を受診する親機の配置に関して説明し

た．実験においては，複数のフロアに親機を設置し，参加者が

コンベンションにおいてどのように行動するか分析するための 
データを取得する． 

表１：実証実験使用機材 
Devices ID/Sensors Function 
Wireless tag Accelerometer Taking an attendee’s behavior data 

and location data. And, this can be 
used the participation situation.  

Gyroscope Taking an attendee’s behavior data.  
Ambient 
temperature 

Taking data such that the attendees 
are at the outside of building.  

Parent 
device 

mbed TY51822r3 This device collects data from 
wireless tag.  

ESP-WROOM-02 This is attached into the mbed 
TY51822r3 and the data received by 
the parent device send to the main 
computer.  

WI-FI A/P  Access Point Access point provided by the facility.  
Main 
Computer 

Apple MacBook  This is used to collect data sent from 
parent devices via W-FI access point.  

 

 
図３ 実験施設と親機配置例 
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